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生ごみ堆肥化施設のご紹介‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥２
上條昭雄氏（元小学校長）叙勲について‥‥‥‥３
小谷村職員採用試験について‥‥‥‥‥‥‥‥‥４
指定給水装置工事事業者の更新について‥‥‥‥４

天然ガスのタイムカプセル「千葉石」小谷から発見！‥  ８
小谷村子育て支援センターの紹介‥‥‥‥‥‥  ９
二十歳　私たちの想い‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 10
おたりの魔女の暮らし帖⑥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 11

広報おたりでは表紙写真を公募しています。皆さまからのたくさんのご応募をお待ちしております。
詳しくは役場企画財政係までお問い合わせいただくか村のホームページをご覧ください。

11月

秋の風吹大池秋の風吹大池 撮影：林　明輝
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小
谷
村
の
各
ご
家
庭
か
ら
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
排
出
さ
れ
る
可

燃
ご
み
は
、
収
集
業
者
に
よ
っ
て

回
収
さ
れ
、
大
町
市
に
あ
る
「
大

町
エ
コ
パ
ー
ク
」
の
ご
み
焼
却
施

設
で
広
域
処
理
（
＝
小
谷
村
・
白

馬
村
・
大
町
市
の
共
同
処
理
）
し

て
お
り
ま
す
。

　

可
燃
ご
み
に
は
、
毎
日
の
生
活

で
発
生
す
る
紙
類
の
ほ
か
に
、
野

菜
・
肉
・
魚
な
ど
の
「
生
ご
み
」

も
含
ま
れ
ま
す
。
生
ご
み
に
は
多

く
の
「
水
分
」
が
含
ま
れ
て
お
り
、

水
分
の
多
く
含
ん
だ
生
ご
み
は
重

量
が
重
く
な
り
ま
す
。
広
域
処
理

す
る
可
燃
ご
み
に
つ
い
て
は
、
搬

入
さ
れ
る
「
重
量
」
で
処
理
料
金

を
計
算
す
る
た
め
、
生
ご
み
の
水

分
を
良
く
切
っ
て
搬
入
す
る
事
、

生
ご
み
の
量
を
減
ら
す
事
で
、
ご

み
処
理
に
必
要
と
な
る
経
費
を
抑

え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
事
か
ら
、
今
回
は

生
ご
み
処
理
を
地
区
全
体
で
取
り

組
み
、
堆
肥
化
し
て
畑
に
還
元
し

て
い
る
下
里
瀬
地
区
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

　

下
里
瀬
地
区
で
は
平
成
19
年
以

降
、
地
区
内
の
空
き
地
に
使
わ
な

く
な
っ
た
プ
レ
ハ
ブ
小
屋
を
「
生

ご
み
堆
肥
化
施
設
」
と
し
て
設
置

し
、
日
々
、
生
ご
み
の
堆
肥
化
事

業
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

生
ご
み
を
持
ち
込
む
住
民
は
、

備
え
付
け
の
受
付
簿
に
名
前
と
生

ご
み
の
重
量
を
記
入
し
ま
す
。

　

施
設
内
部
は
、
生
ご
み
を
堆
肥

化
す
る
た
め
、
高
さ
調
整
が
で
き

る
室
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
も
み

殻
・
生
ご
み
・
も
み
殻
と
い
っ
た

よ
う
に
、
入
れ
て
い
き
ま
す
。

　

施
設
で
生
ご
み
た
い
肥
化
を
始

め
た
当
初
は
、
ボ
カ
シ
菌
な
ど
の

基
材
も
使
っ
て
い
た
そ
う
で
す
が
、

堆
肥
化
が
進
ん
で
い
る
現
在
は
、

生
ご
み
と
も
み
殻
の
み
で
処
理
が

で
き
て
い
る
そ
う
で
す
。

 　

生
ご
み
の
上
に
も
み
殻
を
入
れ

て
、
均
し
て
お
く
と
、
細
菌
の
力

で
生
ご
み
が
堆
肥
化
さ
れ
ま
す
。

こ
の
施
設
だ
け
で
、
年
間
５
ト
ン

程
度
の
生
ご
み
が
堆
肥
化
さ
れ
、

畑
の
肥
料
と
し
て
自
然
に
還
元
さ

れ
て
い
ま
す
。
持
続
可
能
な
社
会

の
構
築
が
推
進
さ
れ
て
い
る
現
在

で
す
が
、
下
里
瀬
地
区
で
は
14
年

も
前
か
ら
先
進
的
な
取
り
組
み
を

す
す
め
て
い
ま
す
。
下
里
瀬
地
区

の
よ
う
な
取
り
組
み
が
、
よ
り
多

く
の
地
区
に
も
普
及
し
て
い
け
ば

と
思
い
ま
す
。

　

今
回
、
下
里
瀬
地
区
を
取
材
し

て
感
じ
た
の
は
、
施
設
の
管
理
や

堆
肥
化
に
対
し
て
地
区
の
方
々
が

頑
張
り
す
ぎ
て
い
な
い
こ
と
、
楽

生
ご
み
堆
肥
化
施
設
の
ご
紹
介

し
み
な
が
ら
活
動
を
す
す
め
て
い

る
事
で
す
。

　
「
生
ご
み
を
堆
肥
に
し
て
畑
に
入

れ
て
か
ら
、
ト
マ
ト
が
甘
く
な
っ

た
。
作
物
が
大
き
く
な
っ
た
」
と
の

声
も
お
聞
き
し
、
取
材
し
た
こ
ち

ら
も
楽
し
い
気
分
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
ん
な
取
組
み
を
ご
紹
介
し
ま

し
た
が
、
村
で
は
、
生
ご
み
の
減

量
化
・
堆
肥
化
を
推
進
す
る
た
め

に
、
各
種
補
助
事
業
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
。
来
年
度
に
向
け
て
、

下
里
瀬
地
区
の
よ
う
な
活
動
を
お

考
え
の
地
区
・
団
体
の
方
は
、
令

和
３
年
12
月
24
日
（
金
）
ま
で
に

役
場
住
民
福
祉
課
住
民
係
ま
で
ご

相
談
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
設

置
補
助
な
ど
に
つ
い
て
、
改
め
て

ご
説
明
い
た
し
ま
す
。

む
ろ

■
お
問
い
合
わ
せ

　

住
民
福
祉
課
住
民
係

　

    

８
２‐

２
５
８
１

ま 

と 

め

補助金の内容

 ・家庭用の生ごみ処理機購入補助
として購入代金の２／３
　上限40,000円

 ・地区やグループ単位で実施する生
ごみ堆肥化施設に対する補助とし
て設置に必要となる経費の１／２
　上限500,000円
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元
中
土
小
学
校
長
　
上
條
昭

雄
氏
（
大
町
市
）
が
長
年
に
わ
た

る
功
労
に
よ
り
、
瑞
宝
双
光
章
を

受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　
叙
勲
と
は
、
公
共
的
な
職
務
の

複
雑
度
、
困
難
度
、
責
任
の
程
度

な
ど
を
評
価
し
、
職
務
を
は
た
し

成
績
を
あ
げ
た
人
に
対
し
て
、
授

与
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
上
條
先
生
は
、
昭
和
31
年
に
教

員
と
な
ら
れ
、
平
成
６
年
３
月
に

退
職
さ
れ
る
ま
で
38
年
間
に
わ

た
っ
て
、
小
学
校
・
中
学
校
の
教

育
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
２
年
か
ら
平
成
６
年
ま

で
の
４
年
間
、
中
土
小
学
校
長
と

し
て
お
勤
め
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
地
域
と
の
繋
が
り
が
深
い
学

校
の
特
色
を
生
か
し
、
歴
史
と
伝

統
の
中
で
育
ま
れ
た
文
化
を
学

校
教
育
に
も
取
り
入
れ
、
地
域
に

根
差
し
た
学
校
づ
く
り
を
進
め

ら
れ
ま
し
た
。

　
10
月
18
日
、
ご
自
宅
に
お
い

て
、
関
教
育
長
か
ら
叙
勲
の
伝
達

を
い
た
し
ま
し
た
。

　カタログポケットでは、「広報おたり」を10言語で紙面を読める他、

音声で聞けたり、本文を拡大表示して閲覧できます。

　This Public relations magazine can be read in 10 languages

対応言語　日本語、英語、韓国語、タイ語、中国語（簡体字、繁体字）、

　　　　　ベトナム語、ポルトガル語、スペイン語、インドネシア語

■お問い合わせ　総務課企画財政係　 ８２‐２０３８
iOS版Android版

アプリダウンロード

10言語対応「広報おたり」デジタルブックで配信中

特
設
人
権
相
談
所
の

開
設
に
つ
い
て

■
日
時
　
12
月
７
日
（
火
）

　
　
　
　
午
後
１
時
～
４
時

■
場
所
　
小
谷
村
役
場

　
　
　
　
２
階
２
０
４
会
議
室

■
相
談
内
容

　
近
隣
、
家
庭
、
相
続
、
い
じ
め
、

女
性
差
別
、
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
等

■
相
談
担
当
者

　
人
権
擁
護
委
員

■
そ
の
他

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
長
野
地
方
法
務
局
大
町
支
局

　
総
務
係

　

２
２
‐
０
３
７
９

　
住
民
福
祉
課
住
民
係

　

８
２
‐
２
５
８
１

人権イメージキャラクター

人KENまもる君・人KENあゆみちゃん
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小
谷
村
職
員
採
用
試
験

令
和
４
年
４
月
採
用
予
定
の
職
員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

61

■
職
種
・
募
集
人
員

　
保
健
師

…
…

若
干
名

■
受
験
資
格

昭
和

年
４
月
２
日
以
降
に
出

生
し
、
保
健
師
の
資
格
を
有
す
る

人
又
は
令
和
３
年
度
国
家
試
験
で

資
格
取
得
見
込
み
の
人
。

※
本
人
が
令
和
４
年
４
月
１
日
以

降
に
小
谷
村
若
し
く
は
通
勤
可

能
な
市
町
村
に
居
住
を
予
定
し

て
い
る
こ
と
。

■
申
込
受
付
期
間

令
和
３
年

月

日
（
金
）
ま

で
。（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

午
前
８
時

分
か
ら
午
後
５
時
ま

で
）

　
郵
送
に
よ
る
場
合
は
、
締
切
日

ま
で
に
到
着 30
し
た
も
の
に
限
り
ま

12

10

す
。

■
選
考
の
方
法

書
類
選
考
及
び
面
接
試
験
に
よ

り
選
考
し
ま
す
。

　
面
接
試
験
に
つ
い
て
は
、
書
類

選
考
の
結
果
に
よ
り
決
定
し
ま

す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

小
谷
村
役
場
　
総
務
課
庶
務
係

８
２
‐
２
０
２
４

※
募
集
要
綱
は
総
務
課
窓
口
又
は

村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

無
料

司
法
書
士
に
よ
る
「
空
き
家
問
題
１
１
０
番
」

～
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

空
き
家
の
こ
と
、
相
続
の
こ
と
～

10

12
12

11
11

　
長
野
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会

は
、
令
和
３
年

月

日
（
土
）、

つ
ぎ
の
要
領
に
て
、
司
法
書
士
に

よ
る
空
き
家
問
題
の
電
話
相
談
会

を
実
施
い
た
し
ま
す
。

■
日
時

令
和
３
年

月

日
（
土
）

午
前

時
～
午
後
４
時

■
電
話
番
号

０
１
２
０

４
４
８

７
８
８

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

■
相
談
料
　
無
料

■
相
談
例

・
実
家
が
空
き
家
に
な
っ
て
困
っ

て
い
る
。
売
る
・
貸
す
等
は
可
能

か
。

・
ま
だ
空
き
家
で
は
な
い
が
、
家

を
継
ぐ
者
が
い
な
い
。
ど
う
な

る
の
か
。

・
空
き
家
を
放
置
し
て
お
く
と
、

固
定
資
産
税
が
上
が
る
の
か
？

・
空
き
家
を
相
続
し
た
が
、
利
活

を
実
施
い
た
し
ま
す

用
の
方
法
は
あ
る
か
。

・
空
き
家
を
処
分
し
た
い
が
、
い

く
ら
で
売
れ
る
の
か
知
り
た

い
。　

ｅ
ｔ
ｃ
．

村
営
水
道

「
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
」
の

指
定
が
更
新
さ
れ
ま
し
た

　
水
道
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
今
ま
で
一
度

取
得
す
れ
ば
無
期
限
だ
っ
た

「
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
」

の
指
定
期
間
が
５
年
間
に
変
更

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
今
年
は
平
成

年
４
月
１
日
か
ら
平
成

年
３

月

日
ま
で
に
指
定
を
受
け
た

指
定
事
業
者
の
更
新
が
行
わ

れ
、
以
下
の
８
事
業
者
が
更
新

し
ま
し
た
。

※
水
道
工
事
（
新
設
・
増
設
・

改
造
及
び
修
繕
）
は
必
ず
村

が
指
定
し
た
指
定
給
水
装
置

工
事
事
業
者
で
行
っ
て
く
だ

さ
い
。
村
指
定
給
水
装
置
工

事
事
業
者
は
、
小
谷
村
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
又
は
役
場
水
道
係

で
確
認
で
き
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

建
設
水
道
課
水
道
係

８
２
‐
２
５
８
３

31

15

11
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今回更新事業者
有限会社タカハシ管設工業

連絡先（ 0261）
７５－３１６８

有効期限

令和８年９月 29日

株式会社大北設備 ７５－２７３５
日特工業株式会社 ２２－５２６６
有限会社東設備 ７５－５８９７
金森建設株式会社　小谷営業所 ８２－２００９
有限会社ダイトー工業 ７５－７１０７
株式会社リホーム白馬 ７２－７４１１
大北農業協同組合　北部工機燃料センター ７２－３１２４



（参考）推定エネルギー必要量（kcal／日）
性別 男性 女性

身体活動レベル ※1 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅰ Ⅱ Ⅲ
０～５（月） － 550 － － 500 －
６～８（月） － 650 － － 600 －
９～11（月） － 700 － － 650 －
１～２（歳） － 950 － － 900 －
３～５（歳） － 1,300 － － 1,250 －
６～７（歳） 1,350 1,550 1,750 1,250 1,450 1,650
８～９（歳） 1,600 1,850 2,100 1,500 1,700 1,900
10～11（歳） 1,950 2,250 2,500 1,850 2,100 2,350
12～14（歳） 2,300 2,600 2,900 2,150 2,400 2,700
15～17（歳） 2,500 2,800 3,150 2,050 2,300 2,550
18～29（歳） 2,300 2,650 3,050 1,700 2.000 2,300
30～49（歳） 2,300 2,700 3,050 1,750 2,050 2,350
50～64（歳） 2,200 2,600 2,950 1,650 1,950 2,250
65～74（歳） 2,050 2,400 2,750 1,550 1,850 2,100

　75以上（歳）※2 1,800 2,100 － 1,400 1,650 －
妊婦（付加量）※3 初期 +50 +50 +50 
　　　　　　　　中期 +250 +250 +250
　　　　　　　　後期 +450 +450 +450

授乳婦（付加量） +350 +350 +350

※１　身体活動レベルは、低い、ふつう、高いの三つのレベルとして、それぞれ、Ⅰ、Ⅱ、Ⅲで示した。
※２　レベルⅡは自立している者、レベルⅠは自宅にいてほどんど外出しない者に相当する。レベル

Ⅰは高齢者施設で自立に近い状態で過ごしている者にも適用できる値である。
※３　妊婦個々の体格や妊娠中の体重増加量及び胎児の発育状況の評価を行うことが必要である。
注１：活用に当たっては､食事摂取状況のアセスメント、体重及びBMIの把握を行い､エネルギーの過

不足は体重の変化又はBMIを用いて評価すること。
注２：身体活動レベルⅠの場合、少ないエネルギー消費量に見合った少ないエネルギー摂取量を維

持することになるため、健康の保持・増進の観点からは、身体活動量を増加させる必要がある。
出典：厚生労働省健康局健康課栄養指導室、2019年

食塩の摂取目標量（１日あたり、単位はｇ）

男性 女性
１～２歳 3.0未満 3.0未満（▲0.5）
３～５歳 3.5未満（▲0.5） 3.5未満（▲1.0）
６～７歳 4.5未満（▲0.5） 4.5未満（▲1.0）
８～９歳 5.0未満（▲0.5） 5.0未満（▲1.0）
10～11歳 6.0未満（▲0.5） 6.0未満（▲1.0）
12～14歳 7.0未満（▲1.0） 6.5未満（▲0.5）
15歳以上 7.5未満（▲0.5） 6.5未満（▲0.5）

※厚生労働省「日本人の食事摂取基準」（2020年版）から。
　▲は2015年版と比べたマイナス幅

栄養成分表示の見方

・販売される状態の「可 ໦ນাȁĲన଼ူו Ĳĳı̃൚̹ͤ ĲııŨȂĲııŮŭȂˍనȂˍ૙໦൚̹
食部分」を表示 ခၾ́ນা܄͈ͤ

・栄養成分の含有量は、 ΀ΥσΆȜȁġĲĵĹŬŤŢŭ ˍ૙໦͈ાࣣȂၾ͈ܱश͜ຈါ
一定の値又は下限値 ̹̩ͭ͋ৗȁġĲıŨ
及び上限値で表示

ডৗȁȁȁȁġ˔Ũ
ɚ΢Πς;θၾ͈ນা͉Ȃ

ȶ૙؂௖൚ၾȷ۟ͅॳ̱̀ນা・文字の大きさは、原則
ౢକا໤ȁȁġ˕Ũ ɦ૙؂௖൚ၾ ĩŨĪɁ８ポイント以上

　（表示可能面積がおお ૙؂௖൚ၾȁġġĳįĲŨ ȁ΢Πς;θ ĩŮŨĪȿĳįĶĵɀĲĭııı

むね150㎠以下のもの
は5.5ポイント以上） 今は栄養成分表示が義務化されているので食品には栄養成分が

表示されています。

Բ:3Բ:3Բ:3

◎
目
的 

　
国
民
の

・
健
康
の
保
持
・
増
進

・
生
活
習
慣
病
の
発
症
予
防
お
よ

び
重
症
化
予
防

・
高
齢
者
の
低
栄
養
予
防
や
フ
レ

イ
ル
予
防
（
フ
レ
イ
ル
と
は
、

は
ど
の
く
ら
い
か
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

　
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
、
摂
取
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
バ
ラ
ン
ス
が
大
切
で

す
。

　
次
の
表
は
『
食
塩
の
摂
取
目
標

量
』
で
す
。

　
厚
生
労
働
省
が
実
施
し
て
い
る

「
国
民
健
康
・
栄
養
調
査
の
概
要
」

に
よ
る
と
、
日
本
人
の
１
日
の
塩

分
摂
取
量
は
、
平
成
21
年
時
点
で

男
性
11
・
６
ｇ
、
女
性
９
・
８
ｇ
。

一
人
１
日
あ
た
り
の
平
均
は
10
・

６
ｇ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
塩
分
と
り
す
ぎ
の
状
態
が
続
く

と
、
血
液
中
に
増
え
た
塩
分
を
薄

め
る
た
め
に
水
分
（
血
液
の
量
）

が
増
え
て
血
管
を
圧
迫
し
、「
高
血

圧
」
を
招
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
そ
の

よ
う
な
状
態
が
長
期
間
続
く
と
、

血
管
が
傷
つ
き
動
脈
硬
化
に
な
っ

た
り
、
脳
の
血
管
が
破
裂
し
て
脳

卒
中
を
起
こ
し
た
り
す
る
危
険
が

高
ま
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

住
民
福
祉
課
健
康
推
進
係

８
２
‐
２
５
８
２

Ⅺ
Ⅽ
Ⅺ
Ⅽ
౶
ে

日
本
人
の
食
事
摂
取
基
準
が
変
わ
り
ま
し
た

日
本
人
の
食
事
摂
取
基
準

（
２
０
２
０
年
度
）

　「
日
本
人
の
食
事
摂
取
基
準
」

は
、
健
康
増
進
法
（
平
成
14
年
法

律
第
１
０
３
号
）
第
16
条
の
２
の

規
定
に
基
づ
き
、
国
民
の
健
康
の

わ
か
り
や
す
く
言
え
ば
「
加
齢

保
持
・
増
進
を
図
る
上
で
摂
取
す

に
よ
り
心
身
が
老
い
衰
え
た
状

る
こ
と
が
望
ま
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー

態
」
の
こ
と
で
す
。）

及
び
栄
養
素
の
量
の
基
準
を
厚
生

を
視
野
に
入
れ
、
摂
取
す
る
こ
と

労
働
大
臣
が
定
め
る
も
の
で
、
５

が
望
ま
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
お
よ
び

年
毎
に
改
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。

栄
養
素
の
摂
取
量
の
基
準
を
示
す

も
の
。

　
様
々
な
栄
養
素
に
つ

い
て
１
つ
１
つ
の
基
準

が
示
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
今
回
は
『
エ
ネ
ル

ギ
ー
必
要
量
』
と
『
食
塩

（
ナ
ト
リ
ウ
ム
）』
に
つ

い
て
で
す
。

　
上
の
表
に
年
齢
別
の

『
１
日
に
必
要
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
量
』
が
示
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
１
日
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

必
要
量
÷
３
（
朝
・
昼
・

夕
食
）
＝
１
食
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
必
要
量

を
計
算
し
て
、
１
食
に

必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
量

(5) 広報おたり　令和３年11月号



地域包括支援センターからのお知らせ
15た

。 完
結

地域包括支援センターからのお知らせ
快
運
筋
活
ク
ラ
ブ（
第
１
期
）

快
運
筋
活
ク
ラ
ブ（
第
２
期
）

の
募
集
に
つ
い
て

「
認
知
症
映
画
鑑
賞
会
」
の
開
催
に
つ
い
て

「
認
知
症
特
集
パ
ネ
ル
展
」
と

　
７
月
５
日
（
月
）
か
ら
始
ま
っ
た
令
和

　

月
６
日
（
月
）
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る

「
認
知
症
」
は
特
別
な
人
に
起
こ
る

◎
定
員
　

名

３
年
度
快
運
筋
活
ク
ラ
ブ
（
第
１
期
　
全

令
和
３
年
度
快
運
筋
活
ク
ラ
ブ
（
第
２
期
　

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
医
療
技
術

※
鑑
賞
希
望
の
方
は
小
谷
村
地
域
包

回
）
が
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

～

全

回
）
の
募
集
を
開
始
し
ま
す
。
よ
り

の
向
上
で
、
平
均
寿
命
が
延
び
る
と

括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
申
込
み
く
だ

代
の
方
９
名
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し

多
く
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

と
も
に
、
認
知
症
に
な
る
リ
ス
ク
も

さ
い
。

今
回
も
新
規
の
参
加
者
を
優
先
し
て
募
集

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
認
知
症
と

　
こ
の
映
画
は
介
護
福
祉
士
と
し
て

　
Ｓ
ウ
ェ
ル
ネ
ス
ク
ラ
ブ
小
谷
の
健
康
運

し
ま
す
が
、「
も
う
１
度
参
加
し
た
い
！
」

い
う
病
気
を
正
し
く
理
解
し
、
予
防

働
き
始
め
た
青
年
が
認
知
症
高
齢
者

動
指
導
士
の
井
澤
さ
ん
や
荻
澤
さ
ん
の
ア

と
い
う
リ
ピ
ー
ト
希
望
の
方
も
い
ら
っ

や
接
し
方
に
つ
い
て
知
る
こ
と
で
、

た
ち
と
上
手
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
体
操
や
筋
力
ト

し
ゃ
る
の
で
、「
前
回
の
参
加
か
ら
３
年
経

あ
な
た
の
未
来
は
変
わ
る
か
も
し
れ

ン
が
取
れ
ず
、
悩
む
日
々
が
続
く
な

70

レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

過
し
た
方
」
は
参
加
可
能
と
し
ま
す
。
平
成

ま
せ
ん
。

か
、
初
め
て
担
当
し
た
認
知
症
の
お

　
参
加
者
の
方
々
は
、
和
気
あ
い
あ
い
と 80

年
～

年
に
快
運
筋
活
ク
ラ
ブ
に
参
加

ば
あ
さ
ん
と
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
も

し
た
雰
囲
気
の
中
で
、
お
し
ゃ
べ
り
を
楽

し
た
方
は
お
申
込
み
可
能
で
す
。
自
分
が

認
知
症
特
集
パ
ネ
ル
展

向
き
合
う
中
で
変
わ
っ
て
い
く
物
語

し
み
な
が
ら
運
動
に
励
ん
で
い
ま
し
た
。

該
当
す
る
か
分
か
ら
な
い
方
は
地
域
包
括

◎
日
時
　

月

日
～

月

日

で
す
。
介
護
と
い
う
仕
事
を
通
し
て

27支
援 15 1211
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

◎
場
所
　
小
谷
村
役
場
１
階
廊
下

働
く
こ
と
の
意
味
、
人
と
人
、
地
域
と

さ
い
。

29

　
自
由
観
覧

の
繋
が
り
の
尊
さ
が
描
か
れ
て
い
ま

12 65

※
希
望
者
多
数
の
場
合
は
、
新
規
の
方
を

　
認
知
症
の
理
解
、
予
防
な
ど
認
知

す
。

優
先
し
た
う
え
で
抽
選
と
い
た
し
ま

症
に
関
す
る
情
報
を
ま
と
め
た
パ
ネ

す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

ル
展
で
す
。

　
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
お
越
し
く
だ
さ

30 11

い
。
　
　

■
募
集
期
間

26

■
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

月
８
日（
月
）～

月

日（
金
）

認
知
症
映
画
鑑
賞
会

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

■
対
象
　

歳
以
上
で
「
基
本
チ
ェ
ッ
ク

　

８
２
‐
３
１
３
５

映
画
「
ケ
ア
ニ
ン

リ
ス
ト
」
に
該
当
し
た
方

　
　
　
～
あ
な
た
で
よ
か
っ
た
～
」

■
日
程
　

月
６
日（
月
）～
毎
週
月
曜
日

◎
日
時
　

月

日
（
火
）

　（
１
月
３
日
は
休
み)

　
午
後
１
時

分
～
３
時

分

　
午
後
２
時
～
３
時

分

◎
場
所
　

■
お
問
い
合
わ
せ

　
小
谷
村
役
場
多
目
的
ホ
ー
ル
　
　
　　

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
鑑
賞
無
料 11 11

　

８
２
‐
３
１
３
５

30
30 30

12
30

10

40
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『
障
害
者
週
間
』

『
障
害
者
週
間
』

12
月
３
日
～
９
日
は

で
す

　
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
判
断
し

た
場
合
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
に

そ
の
理
由
を
説
明
し
、
理
解
を
得

る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

合
理
的
配
慮
と
は

　
障
が
い
の
あ
る
人
か
ら
、
社
会

の
中
に
あ
る
バ
リ
ア
を
取
り
除
く

た
め
に
何
ら
か
の
対
応
を
必
要
と

し
て
い
る
事
の
意
思
が
伝
え
ら
れ

た
時
に
、
負
担
が
重
す
ぎ
な
い
範

囲
で
対
応
す
る
こ
と
。

　
障
が
い
特
性
に
応
じ
て
席
を
決

め
る
、
筆
談
に
応
じ
る
、
絵
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
す
る
、
ス

ロ
ー
プ
な
ど
で
補
助
す
る
等
、
負

担
が
重
す
ぎ
る
時
は
別
の
方
法
を

提
案
す
る
な
ど
状
況
に
応
じ
た
対

応
を
す
る
こ
と
。

　
内
閣
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
障
害

者
差
別
解
消
法
に
つ
い
て
詳
し
く

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

住
民
福
祉
課
福
祉
係

８
２
‐
２
５
８
２

小
谷
村
農
業
委
員
会

定
例
会
の
お
知
ら
せ

令
和
３
年
度

■
次
回
の
開
会
予
定

11
月
19
日
（
金
）
午
前
９
時
か
ら

■
お
問
い
合
わ
せ

小
谷
村
農
業
委
員
会
事
務
局

（
観
光
地
域
振
興
課
農
林
係
）

８
２
‐
２
５
８
８

※
口
座
振
替
を
指
定
さ
れ
て
い
る

方
は
11
月
25
日
に
振
替
え
ま
す

の
で
、
口
座
の
残
高
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。
25
日
の
定
期
振
替

が
で
き
な
か
っ
た
方
は
、
12
月

10
日
に
再
振
替
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

税

目

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

期

別

５
期

納
期
限

11
月
30
日
（
火
）

税

目

国
民
健
康
保
険
税

期

別

６
期

納
期
限

11
月
30
日
（
火
）

今
月
の
納
税

11
　
月

「
障
害
者
週
間
」
は
、
平
成
16
年
６

月
の
障
害
者
基
本
法
の
改
正
に
よ

り
、
国
民
の
間
に
広
く
障
が
い
者

の
福
祉
に
つ
い
て
の
関
心
と
理
解

を
深
め
、
障
が
い
者
が
あ
ら
ゆ
る

分
野
の
活
動
に
積
極
的
に
参
加
す

る
意
欲
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、『
国
際
障
害
者
デ
ー
』
で
あ

る
12
月
３
日
か
ら
、
12
月
９
日
ま

で
の
１
週
間
を
『
障
害
者
週
間
』
と

し
て
設
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
１
週
間
は
、
障
が
い
者
に

対
す
る
理
解
と
認
識
を
深
め
、
障

が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、
共

に
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
に
向

か
っ
て
一
人
ひ
と
り
が
考
え
る
週

間
で
す
。

　
障
害
者
週
間
に
合
わ
せ
て
、「
障

害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の

推
進
に
関
す
る
法
律
」（
い
わ
ゆ
る

「
障
害
者
差
別
解
消
法
」）
に
つ
い

て
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

　「
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の

解
消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
障

害
者
差
別
解
消
法
）」
で
は
、「
不
当

な
差
別
的
取
扱
い
の
禁
止
」「
合
理

的
配
慮
の
提
供
」
を
求
め
て
い
ま

す
。「
合
理
的
配
慮
の
提
供
」
に
関

し
て
は
、
国
・
都
道
府
県
・
市
町
村

な
ど
の
役
所
に
は
義
務
と
し
て
、

会
社
や
お
店
な
ど
の
事
業
者
に
対

し
て
は
努
力
義
務
（
対
応
に
努
め

る
）
と
し
て
い
ま
し
た
。

　
今
年
５
月
、
こ
の
法
律
の
改
正

が
あ
り
、「
合
理
的
配
慮
の
提
供
」

に
つ
い
て
は
お
店
な
ど
の
事
業
所

に
対
し
て
も
今
後
は
義
務
と
し

て
、
配
慮
提
供
が
求
め
ら
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。
こ
の
改
正
は
、
公

布
の
日
（
令
和
３
年
６
月
４
日
）
か

ら
起
算
し
て
３
年
を
超
え
な
い
範

囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日

か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。
３
年
以
内

に
は
、
一
般
的
な
店
舗
や
宿
な
ど

の
自
営
業
で
も
、
負
担
が
重
す
ぎ

な
い
範
囲
内
で
の
配
慮
が
義
務
と

な
り
ま
す
。

不
当
な
差
別
的
取
扱
い
と
は

　
障
が
い
の
あ
る
人
に
対
し
て
正

当
な
理
由
な
く
、
障
が
い
を
理
由

と
し
て
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
拒
否

す
る
こ
と
や
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

に
あ
た
っ
て
場
所
や
時
間
帯
な
ど

を
制
限
す
る
こ
と
。
障
が
い
の
無

い
人
に
は
つ
け
な
い
条
件
を
付
け

る
こ
と
な
ど
。

(7) 広報おたり　令和３年11月号


